
1

ローカル５G(ミリ波・Sub6)の活用による
社会課題解決への挑戦
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自己紹介

略歴

2006年NTT⻄⽇本入社。
研究開発業務を経験した後、2010年より事業開発の業務に従事。

2015年にバイタルデータを活⽤した、
「ココロの視える化サービス」を⽴ち上げ。

2017年より、⼈事部 採⽤担当にて、
主に技術職の新卒・中途採⽤の責任者に着任。
中途採⽤の開始やコロナ禍におけるWebを主体とした採⽤を実⾏。

2020年より現職にて、
NTT⻄⽇本のスマートファクトリー戦略の⽴案・実⾏業務に従事。

NTT⻄⽇本
ビジネスデザイン部 スマートデザイン部門
担当課⻑ 石原 圭太郎
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０１．NTT⻄⽇本アップデート



NTT⻄⽇本は、「固定電話とフレッツ光」だけの会社ではなく
社会課題をICTの⼒で解決していく会社です。

NTT⻄⽇本は次のフェーズへ

出典︓2020年度NTT⻄⽇本決算発表を元に算出

法⼈・新領域ビジネス例
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2020年度営業収益
1兆5,000億円

実態としてビジネス営業と新規領域での
収入が5割以上を占める

ビジネス営業

7,185億円
ビジネス営業

7,185億円

新規領域

1,016億円
新規領域

1,016億円

クラウド

セキュリティ

DX

インフラ維持管理

教育改革

コンテンツビジネス



NTT⻄⽇本は、
多くの自治体さまと手を組み、多岐にわたる事業を運営しています。

地域に根差した事業運営

⽇本国内の6割の府県をカバーし、
そのすべての府県に営業体制を敷いています。

30府県
47都道府県

九州

中国

四国

関西

東海

北陸

多くの自治体さまからパートナーとして
選択していただいております。

ICTを活用した自治体さまとの
連携協定数

※2020.12.24時点

45協定
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さまざまな社会課題を、ICTの⼒で先頭に⽴って解決していく
それが私たちのめざす姿です。

ビジョン=ソーシャルICTパイオニア

ソーシャルICT
パイオニア
として貢献

ソーシャルICT
パイオニア
として貢献
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地域が
抱える
課題解決

地域密着型営業
フロントサポート
BPO開発

地域企業など

大学

地域ベンチャー企業

地銀/信⾦

地域に存在する
ノウハウ・リソース

NTT⻄⽇本グループの
ノウハウ・リソース

スマートファクトリースマートラーニング

スマートワーク

スマート
タウン

スマート
アグリs※

スマート
フード

スマート
インフラ・エネルギー

スマートツーリズム
&モビリティ

スマート
ヘルス・メディカル

スマートライフ

B2B2X
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「ソーシャルICTパイオニア」への取り組み
Smart10X

With /Afterコロナでのリモート社会の急進展、
社会活動・価値観の変化(地域創生の新たな局面)に対応し、
B2B2X型の課題解決により、地域社会のスマート化に貢献

※農業に加え林業・⽔産業などを含む意の造語。
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０２．ローカル５Gによるスマートファクトリーの実現



兆円

製造業売上高（2019）

309

206兆円

全国

⻄⽇本

製造業事業社数(2019)

GDPの約20%GDPの約20%

約60%が⻄エリア約60%が⻄エリア

万社21.8
全国

⻄⽇本

万社12.6

約60%が⻄エリア約60%が⻄エリア

⻄⽇本エリアにおける製造業の割合

製造業は⽇本の屋台骨であり、⻄⽇本エリアに約60%が集中
出典︓令和元年経済センサス‐基礎調査」（総務省）を基にNTT⻄⽇本で調査
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スマートファクトリー:ビジョン/めざす姿
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製造業界の状況

解決したい
社会課題 “止まらない⼯場”の実現で、地域を支える製造業の持続発展に貢献する企業へ

業
界
特
性

コ
ロ
ナ
に
よ
る
新
た
な
課
題

■GDPの約20%を占める
⽇本経済の屋台骨

（そのうち、⻄⽇本エリアに約60%が集中）

■各企業がファクトリーオートメーション
(FA)を推進

（FA業界は⼈⼝と逆相関の成⻑が⾒込まれる）

■「現場中心の働き方」、
「サプライチェーン寸断」の大きく2つの
理由による⼯場停⽌の永続的な回避

NT T⻄⽇本がめざす姿と戦略

①リモートファクトリー①リモートファクトリー

リモート商材を
武器に課題解決

②シェアリングファクトリー構想②シェアリングファクトリー構想

地域連携
（シェアリング）を支援



スマートファクトリー:戦略①リモートファクトリー
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具体的な取組み

ローカル5G＝「高速・低遅延・多接続」＋
「個別ニーズに合わせたカスタマイズ」

ローカル5G＝「高速・低遅延・多接続」＋
「個別ニーズに合わせたカスタマイズ」

リ モ ー ト 作 業 支 援

めざす世界観（2025）
■すべての⼯場オペレーションをリモートで実現
■企業、社員、地域社会に多様な働き方と

産業の魅⼒向上を実現

■山⼝県の⼯場 (ひびき精機さま) を活⽤したリモート
オペレ―ションの取組みを順次展開

リ モ ー ト 監 視

リ モ ー ト 作 業 支 援 リ モ ー ト 監 視

リモート
作業支援

スマートグラス/
AR・VR

設備稼働
監視

リモート
ロボット制御

ライン
自動化

自動
搬送⾞

入構管理

設備点検

⽕災・漏えい

ドローン
監視

作業員の
安全管理

装着不備/熱中症

ローカル
5Gネットワーク

ローカル
5Gネットワーク



スマートファクトリー:戦略②シェアリングファクトリー
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具体的な取組みめざす世界観（2025）
■地域の特色ある企業・⼯場間連携により、
地場産業を強靭化し、永続的な地域経済の活性化を実現

■産業クラスターを中心にシェアリングによる
活性化ニーズの高い地域を選定し、事業構想を具現化

自治体

地銀

大学

地場産業

各種パートナー

地場産業の
強靭化

地場産業の
強靭化

地域のプロデューサーとして、地方銀行/自治体/大学等をまとめて、
エコシステムを形成し、地域経済の活性化

設備・⼈材シェアリング設備・⼈材シェアリング IT基盤シェアリングIT基盤シェアリング

調達・受発注シェアリング調達・受発注シェアリング 新規事業検討シェアリング新規事業検討シェアリング

地方銀⾏ 地方自治体 大学



スマートファクトリー実現のカギとなるネットワーク

14ローカル5G＝「高速・大容量・多接続」＋「個別ニーズに合わせたカスタマイズ」

リモートロボット制御

入構管理

設備稼働監視 ライン自動化リモート作業支援

スマートグラス/AR・VR

ドローン監視設備点検

火災/漏えい

作業員の安全管理

装着不備/熱中症

自動搬送⾞

ネットワークネットワークローカル5Gネットワーク
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ローカル5G
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高セキュリティ
SIM認証／閉域網

ネットワーク
カスタマイズ

自営導入
キャリアに依存しない

超高速
10Gbps超*

超低遅延
1ms*

多数接続
100万台/㎢*

＊ 理論値であり条件に左右されます

ローカル5Gの特徴
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ローカル5Gの特徴<周波数特性＞

ローカル5Gには特性の異なる2種類の通信があり、
NTT⻄⽇本は両周波数帯に対して様々な取組みをしております

スループット周波数帯 障害物影響

高速

超高速

受けにくい

受けやすい

4.X
GHz

27.x~29.5
GHz

Sub6波

ミリ波 制度化済み

2020年12月より
免許受付開始
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自治体・製造業と連携したNTT⻄⽇本の取組み

18



山口県さま、株式会社ひびき精機さまとローカル5Gに関する協定を締結

高精細映像による遠隔監視

ローカル
5G

高精細映像

遠隔監視

⼯場内機器の無線接続

⼯作機械、カメラ

有線接続 無線接続

ローカル5G

スマートファクトリー
高精細カメラ⼯作機械

⼯場A ⼯場B
⼯作機械、カメラ

⼯場間 ⼯場内

ローカル
5G

ローカル５Gの活用による遠隔監視等で製造現場を高度化し、
⼈手不⾜解消や生産性向上をめざす

（山口県さまと連携協定・株式会社ひびき精機さまと共同実験協定を締結 2020.4.23）
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アナログとデジタルを融合し、各データ活用による効率化（自動化と無駄な作業削減）により、
⼈がより高付加価値な業務に時間がさけるような、業務効率が高い⼯場をめざす

ひびき精機さまがめざす無⼈化⼯場の姿
※9月18⽇ ものづくり⽇本会議 ひびき精機松山社⻑ ご講演資料抜粋
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トライアル内容

⼯場内・⼯場間における大容量データの転送によって、
⼯場業務におけるDX（リモート化、作業効率化、省⼈化）を検証

ローカル5Gアンテナ

高精細カメラ

スマートグラス

大容量
CADデータ

映像確認大容量
映像データ

⼯場間⼯場内

21



2020.4〜2020.7

Step 1
トライアルの準備

・協定締結
・落成式
・免許取得

Step 2
電波特性の検証

・構築
・電波測定

Step 3
ユースケース検証

・業務ヒアリング
・リモート監視
・リモート作業支援
・大容量データ通信

……

2020.8〜2020.9 2020.10〜2021.3

トライアルスケジュール

2021.4〜

Step 4
ユースケースの高度化

・データ利活⽤
・AI活⽤
・リモートから自動化へ

……

現在
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2020.4〜2020.7

Step 1
トライアルの準備

・協定締結
・落成式
・免許取得

Step 2
電波特性の検証

・構築
・電波測定

Step 3
ユースケース検証

・業務ヒアリング
・リモート監視
・リモート作業支援
・大容量データ通信

……

2020.8〜2020.9 2020.10〜2021.3

Step1

2021.4〜

Step 4
ユースケースの高度化

・データ利活⽤
・AI活⽤
・リモートから自動化へ

……

現在
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連係協定の締結

左︓ひびき精機 松山社⻑、中︓NTT⻄⽇本 ⼩林社⻑、右︓山⼝県 村岡知事

ローカル5Gを活用したスマートファクトリー実現に向けての連携協定を締結
（山口県さまと連携協定・株式会社ひびき精機さまと共同実験協定を締結 2020.4.23）
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2020.4〜2020.7

Step 1
トライアルの準備

・協定締結
・落成式
・免許取得

Step 2
電波特性の検証

・構築
・電波測定

Step 3
ユースケース検証

・業務ヒアリング
・リモート監視
・リモート作業支援
・大容量データ通信

……

2020.8〜2020.9 2020.10〜2021.3

Step2

2021.4〜

Step 4
ユースケースの高度化

・データ利活⽤
・AI活⽤
・リモートから自動化へ

……

現在
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⼯場内外に設置されたローカル5G関連機器（ミリ波 NSA）

ローカル5Gシステムを構築し、5G電波による通信を確認

BWAアンテナ

ローカル5G
アンテナ

BWAアンテナ

＜⼯場外＞＜⼯場内＞

ローカル5G
アンテナ
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ローカル5G 電波検証＜⼯場内＞

4K高精細映像、CADデータ通信に十分なスループットを確認

工
作
機
器

50m

アンテナ

⾒通し良い

90m

アンテナ⾒えず ⼯作機械の裏
⾒通し良い（距離遠）

電波強度

強度なし

測定不可
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ローカル5G 電波検証＜本社⼯場〜第三⼯場＞

CPE

本社⼯場

第三⼯場

約250m

アンテナ

アンテナからの⾒通し

道路

250ｍ離れた場所でも、4K高精細映像、CADデータ通信に必要なスループットを確認

⾒通し悪い

⾒通し良い

×
電波強度

強度なし

測定不可
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2020.4〜2020.7

Step 1
トライアルの準備

・協定締結
・落成式
・免許取得

Step 2
電波特性の検証

・構築
・電波測定

Step 3
ユースケース検証

・業務ヒアリング
・リモート監視
・リモート作業支援
・大容量データ通信

……

2020.8〜2020.9 2020.10〜2021.3

Step3

2021.4〜

Step 4
ユースケースの高度化

・データ利活⽤
・AI活⽤
・リモートから自動化へ

……

現在
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ひびき精機さまとの業務課題に関するディスカッション

現場業務の内容に関するヒアリングと両社がめざす姿に向けて、
業務課題の洗い出しや解決策の検討を共同で実施

30



ユースケース例 ① ︓ リモート作業支援

ローカル５G

直線距離 約250m

本社⼯場
第3⼯場

熟練⼯社員がリモートにて育成対象社員の作業支援、指導が可能
効率的な支援と、新しい技術伝承の形を実証 31



ユースケース例 ② ︓ リモート作業監視

直線距離 約250m

ローカル５G
本社⼯場

第3⼯場

リモートにて、作業状況や進捗の確認、⼯作機械の稼働状況の確認が可能
将来的には、高精細映像のAI分析による作業内容・導線の可視化に活用可能
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2020.4〜2020.7

Step 1
トライアルの準備

・協定締結
・落成式
・免許取得

Step 2
電波特性の検証

・構築
・電波測定

Step 3
ユースケース検証

・業務ヒアリング
・リモート監視
・リモート作業支援
・大容量データ通信

……

2020.8〜2020.9 2020.10〜2021.3

トライアルスケジュール

2021.4〜

Step 4
ユースケースの高度化

・データ利活⽤
・AI活⽤
・リモートから自動化へ

……

現在
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ユースケース例 ③ ︓ リモート⼯場⾒学・視察

360度映像の配信と⾳声コミュニケーションにより、
臨場感のあるリモートによる⼯場⾒学や視察を実現

ローカル5G対応スマホ

４K360度カメラ

ローカル５G

基地局

インターネットインターネット

⾒学者環境
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更なる高度化

35

データ活用(AI分析)

ローカル５G

蓄積された高精細映像

Step3までに蓄積した高精細映像の活用(データ活用の高度化)
ローカル5Gの基幹ネットワークでの利用実証

AI

✔ 動画マニュアル
✔ 作業⼯程分析

ローカル５Gの基幹ネットワーク利用

ローカル５G
NW

既存
業務⽤NW ローカル５G

NW

35
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０３．その他事例
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港湾 ｘ ローカル５G （ミリ波 NSA）



港湾・物流 〜課題・ニーズ〜

【⾒えてきた課題・ニーズ】

 港湾拠点周辺の交通渋滞が慢性化しており、港湾業務全体の効率化、高速化が求められている

 コンテナの積み下ろし時に⾏うダメージチェックの効率化、省⼈化が求められている

 ICT導入に向けた、広大な敷地の高品質無線ネットワークが求められている

38



港湾・物流 〜ユースケースイメージ〜

①荷揚

②集積

③入荷情報 ④入荷情報

【運送会社】

【港湾センター】

⑤入荷情報

ローカル5G違法電波との干渉を受けない
ネットワークの実現

慢性的な渋滞状況の
可視化・改善の実現コンテナヤードの省⼈化

ドローンによる設備点検・警備

 来航船舶による電波障害や構内配線がしづらい港湾において、ローカル5Gを活用した安定した無線ネットワークをめざす。
 周辺道路を含めた交通渋滞の緩和に向けた交通量可視化や、ドローンによる設備点検、警備などの活用も期待されている。
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港湾・物流 〜ユースケースイメージ〜

①荷揚

②集積

③入荷情報 ④入荷情報

【運送会社】

【港湾センター】

⑤入荷情報

慢性的な渋滞状況の
可視化・改善の実現高精細映像による

コンテナヤードの監視

ドローンによる設備点検・警備

 来航船舶による電波障害や構内配線がしづらい港湾において、ローカル5Gを活用した安定した無線ネットワークをめざす。
 周辺道路を含めた交通渋滞の緩和に向けた交通量可視化や、ドローンによる設備点検、警備などの活用も期待されている。

ローカル5G違法電波との干渉を受けない
ネットワークの実現
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実証模様

41

管理棟

受信端末

4Kカメラローカル5Gアンテナ

約400ｍ

管理者
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医療 ｘ ローカル５G （Sub6 SA）



令和2年度 総務省実証 一覧

出典：総務省HP https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu06_02000280.html
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医療分野での実証

総務省HPより抜粋・弊社にて加工 https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu06_02000280.html 44



実証模様

45
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建設 ｘ ローカル５G （Sub6 SA）



ローカル5Gの免許申請

NTT⻄⽇本として、2021年4月27⽇に免許を取得
新社屋における自社活用と建築現場におけるDXに活用予定

✔ NTT⻄⽇本 新社屋での自社活用

✔ 建築現場でのDXに活用
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建設現場での実証
◆NTT⻄⽇本の新本社ビル及び新研修棟の建設現場を活⽤し、建設現場における安全管理強化、作業効率化に関する

共同トライアル(竹中⼯務店、NEC、NTTファシリティーズ)を実施
◆ローカル5Gを活⽤し、高精細映像を蓄積し、作業⼯程の可視化や危険作業の判別などへの実⽤性を検証する
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《実証予定》
スポーツ ｘ ローカル５G （Sub6 SA）



スポーツ分野での実証
ポストコロナ時代に向けたアスリートの競技⼒向上やスポーツ指導、スポーツ観戦の新たな形態が求められている
兵庫県さまが進められている三木総合防災公園での実証に、NTT⻄⽇本グループも参画
ローカル5G等でリアルタイム伝送される高精細・高フレームレートの映像や、ウェアラブル端末により取得される競技者データ等を活⽤した

遠隔での競技⼒分析・指導システムや観戦システムの実証を推進

 実証期間
2021年7月〜2022年3月

 実証場所
兵庫県⽴三木総合防災公園（兵庫県三木市）
＜陸上競技場、ビーンズドーム（テニスコート）等＞

遠隔観戦システム

遠隔コーチングシステム
遠隔観戦システム

第３球技場

ビーンズドーム

靴中センサによる
活動量計測

グラウンド・ゴルフ場
遠隔コーチングシステム

遠隔観戦システム

自主練量
遠隔管理

ランニングエリア

陸上競技場

ローカル5Gを活用した実証例（遠隔コーチングシステム イメージ）

高フレームレート
映像データ

＜ローカル5G＞

活動量・生体データ
＜LTE＞

STATSデータ
＜LTE＞

ウェアラブル端末

入⼒⽤タブレット

競技者

指導者
（隔地）

映像＋各種データを収集・伝送

様々なデータを⾒ながら指導を実施
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NTT⻄⽇本はソーシャルICTパイオニアとして
ローカル５G活用を推進し、地域産業の

持続的成⻑に貢献します
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